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はじめに
本年のNITE講座のねらい

２０２３年１２月1５日（金）



本年のNITE講座のねらい

バイオ生産技術を取り巻く現状や、我が国のカーボンニュートラルの実現への

取組みを踏まえ、参考となる微生物とその関連情報の基礎知識と基礎技術

の習得を目的として本講座を提供します。

具体的には、NITEが保有する微生物の多様性や入手方法、皆様が保有

する微生物の寄託やバックアップについての紹介に加え、微生物の保存、培養、

分析に関する技術、遺伝子組換え生物の鉱工業利用に関する法令対応に

ついて解説します。また、微生物に関する情報取得を目的として、公的データ

ベースとNITEが提供するDBRP（生物資源データプラットフォーム）の利活用

の方法を紹介します。以上の内容で、微生物の利用に関する幅広い基礎的

知識を提供します。
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バイオものづくりによるバイオエコノミー社会の実現
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⚫ バイオものづくりとは、遺伝子技術により、微生物が生成する目的物質の生産
量を増加させたり、新しい物質を生産するテクノロジーであり、海洋汚染、食
糧・資源不足など地球規模での社会的課題の解決と、経済成長との両立を
可能とする、二兎を追える研究分野です。

新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画 ～人・技術・スタートアップへの投資の実現～より引用
（https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/pdf/ap2022.pdf）

⚫ バイオエコノミーとは、バイオテクノロジーや再生可能な生物資源等を利活用し、
持続的で、再生可能性のある循環型の経済社会を拡大させる概念であり、
2019年 バイオ戦略が策定（2020年更新）され、「2030 年に世界最先
端のバイオエコノミー社会を実現」するこ とを目標に、「持続的な製造法で素
材や資材のバイオ化している社会」を掲げ、各市場領域での取組が推進され
ている。

内閣府ホームページより引用
（https://www8.cao.go.jp/cstp/bio/index.html）

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/pdf/ap2022.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/bio/index.html


バイオテクノロジーを取り巻く環境変化と日本の取組み
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⚫ 2019年 バイオ戦略策定（2020年更新）
「2030 年に世界最先端のバイオエコノミー社会を実現」するこ とを目標に、「持続的な製造法で素材や
資材のバイオ化している社会」を掲げ、各市場領域での取組を推進

⚫ 2020年 新型コロナウイルス感染症の大流行、ｍRNAワクチンの活用

⚫ 2021年2月 バイオ小委で報告書「バイオテクノロジーが拓く『第5次産業革命』」とりまとめ。次世代の 経
済社会を牽引する産業の柱として、我が国バイオ産業の更なる競争力向上への取組の方向性を提示。
（ロボット化・自動化による生産性向上、国際的なバイオコミュニティ形成、バイオDX産業人材等の育成、
研究開発の推進、 バイオ医薬品等のCDMO競争力強化、バイオ由来製品の普及）

⚫ 2021年4月 気候サミット 世界各国のカーボンニュートラルへの取組みが年々加速。我が国は2030年
に 温室効果ガスを2013年比46％削減、2050年カーボンニュートラル実現を発表

⚫ 2021年6月 ワクチン開発・生産体制強化戦略策定（閣議決定）
⚫ 2022年6月 新機軸部会中間整理では、以下の目標と対応の方向性を提示。
課題・定量目標：2030年までに、官民合わせて、年間の投資規模を３兆円に拡大
対応の方向性：新たな微生物の設計・開発、微生物を用いた製品開発、有志国と連携したバイオもの
づくり製品の需要先の確保

⚫ 2022年12月 生物多様性条約COP15にて2030年までの世界目標となる昆明-モントリオール生物多
様性枠組策定．遺伝資源に関するデジタル遺伝配列情報にかかる利益配分の方向性に合意．

⚫ 2023年3月 生物多様性国家戦略2023-2030策定（閣議決定）

⚫ 2023年 グリーンイノベーション基金（1767億円）やバイオものづくり革命推進基金（3000億円）を
措置し、新たな微生物の設計・開発や微生物を用いた製造プロセスの高度化等、必要となる技術開発
及び社会実証を行う予算事業開始



（経済産業省資料「バイオものづくり革命推
進事業について（令和4年12月）」より）
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（経済産業省資料「バイオものづくり革命推
進事業について（令和4年12月）」より）
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米国、中国のバイオものづくりに関する状況 （経済産業省資料「バイオものづくり革命推
進事業について（令和4年12月）」より）
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（経済産業省資料「バイオものづくり革命推
進事業について（令和4年12月）」より）
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（産業構造審議会 第14回新機軸資料
５「バイオものづくり革命への実現」（令和5
年4月）」より）
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参考資料１ 第17回産業構造審議会バイオ小委員
会資料４「バイオ政策の目指すべき将
来像について」（令和5年６月）」より
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第17回産業構造審議会バイオ小委員
会資料４「バイオ政策の目指すべき将
来像について」（令和5年６月）」より

参考資料２



本講義の全体構成
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第一部： 微生物の入手と利用に関する知識編
1．NITEが保有する微生物の多様性（CO2を利活用できる微生物含む）
2．微生物の入手と寄託・保管
3．遺伝子組換え生物の鉱工業利用に際して必要となる法令対応について

第二部： 微生物情報データベースの利活用実技編
公的データベースとDBRP（生物資源データプラットフォーム）を活用した微生物
情報の検索

第三部： 微生物の培養・保存と、分析に関する技術編
1．様々な微生物の培養方法
2．微生物の長期保存法（一般微生物と担子菌類）
3．プロテオーム解 析とその事例紹介
4．微生物の細胞数測定方法と微生物カクテル開発への応用

※詳細はシラバスhttps://www.nite.go.jp/data/000151676.pdf参照

https://www.nite.go.jp/data/000151676.pdf


ご清聴ありがとうございました

ご不明な点がありましたらお気軽にご連絡ください。

〒151-0066 東京都渋谷区西原2-49-10
独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）
バイオテクノロジーセンター（NBRC）
計画課 バイオ戦略・広報室

(お問い合わせはこちら)
E-mail: bio-inquery@nite.go.jp
TEL: 03-3481-1933
URL: https://www.nite.go.jp/nbrc/kouhou/nite_lectureship_2023.html
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https://www.nite.go.jp/nbrc/kouhou/nite_lectureship_2023.html
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